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Report: Extension Program “The Japanese History Learned 
from a Financial Point of View”
Hiroshi DOMOTO＊
In this lecture, the speaker explained the Japanese history from a financial point of view. 
Especially, he paid attention to “Einin-no-Tokusdeirei”, the debt cancellation order issued by the 
Shogun in A.D. 1297 during the Kamakura era, and told the process to which the influence even 
came in Muromachi era lengthily.
Keywords: financial history, the debt cancellation order issued by the shogun, sung coin
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注意：表中下線は筆者が強調のため記した。　　   　
出典：佐藤信他（2009）「詳説 日本史研究」山川出版
36 生涯学習講座「金融が語る日本史 ～「永仁の徳政令」から見る日本史～」／堂下　浩
るデフレ経済は室町時代にも続き、幕府の衰え
とともにモラルハザードが一気に噴出する。徳
政を求めた土一揆である。正長の徳政一揆が口
火となり、毎年のように徳政一揆が繰り返さ
れ、幕府も徳政令を濫発するようになった。そ
の結果、金融市場は一段と機能不全に陥り、契
約行為の維持も困難な社会となっていった。こ
うした時代背景で信長は楽市・楽座政策の一環
として徳政の不安除去を宣言した。信長が強力
な武力を保有できた背景には経済力があったと
言われる。その経済力を確立できた基盤には信
用が担保された金融市場の存在があった。そし
て、この政策方針はその後の豊臣秀吉、徳川家
康の政権にも受け継がれた。
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